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【要旨】          

 オフィスの知的生産性を向上させるためには，働きやすいオフィス環境の提供が重要であり，そのためには，オフィ

スへの要求性能を把握する必要がある．そこで，オフィスワ－カ－のオフィスへの要求性能を把握するために，飛島建

設の社員を対象に評価グリッド法を用いた面接調査を行った．面接調査の結果からオフィスの働きやすさに対する評価

構造図を作成し，環境要因（音環境，視環境，空気・温熱環境）に該当する項目を抽出した． 
 次に，働きやすさに対する環境要因の重要度を明らかにするためにアンケ－トを実施した．アンケ－トの結果得られ

た 322 の指摘のうち，環境要因に属するものは 146 項目であった．そのうち，66 項目が音環境，65 項目が視環境，15
項目が空気・温熱環境に該当し，オフィスの働きやすさには音環境と視環境が重要であることが分かった． 
 
【キ－ワ－ド】 知的生産性向上    働きやすさ    オフィス    評価グリッド法   アンケ－ト      

 
１．はじめに 
オフィスワ－カ－の知的生産性を向上させるためには，

働きやすいオフィス環境の提供が重要であり，そのため

にはオフィスワ－カ－のオフィスへの要求性能を把握す

る必要がある．一般的に、オフィスに対する知的生産性

に影響する要因としては，コミュニケーション，集中，気

分転換などが挙げられているが，それらの収集や整理に

ついて十分でない． 
そこで，オフィスワ－カ－のオフィスへの要求性能を

把握するために，飛島建設社員を対象に，被験者の認知

構造を特殊な面接調査により引き出し，階層状になった

評価構造を抽出する手法 1)（以降，評価グリッド法）を用

いた面接調査を行い，オフィスに対する評価構造と環境

要因を明らかにした．  
 次に，環境要因の重要度を明らかにするために，アン

ケ－トを実施し，評価グリッド法による面接調査の結果

から得られた環境要因の定量的な評価を行った． 
本報では，評価グリッド法による面接調査結果とアン

ケート結果について報告する． 
 
 

 
２．潜在意識の抽出 2) 
2.1 評価グリッド法による面接調査の概要 
オフィスワ－カ－のオフィスへの要求性能を把握する

ために，飛島建設に勤務する職員を対象に評価グリッド

法を用いた面接調査を行い，オフィスの働きやすさに対

する潜在意識を抽出した．その結果から，オフィスに対

する評価構造と環境要因を検討した． 
表－１に被験者属性を示す．課長以上の管理職をグル

－プA，主任以下の一般社員をグル－プBとした．被験者

数は，グル－プAは6名，グル－プBは13名の計19名であ

る．年齢構成は20代から50代の19名の男女である．また，

被検者の職種は管理，技術開発など様々である． 
 

 
 
 
 

 
 

 

役職 部⻑ 課⻑ 主任 副主任 役職なし
1名 5名 2名 3名 8名

計

グループA グループB

⼩計
13名6名

19名

1.技術研究所 研究開発G 第二研究室  2.新事業統括部 新事業開発T  3.建築統括部 意匠設計G 意匠設計T 
4.茨城大学大学院  

表－１ 被験者属性 
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2.2 調査手順 
面接調査は，(1) エレメントの分類，(2) オリジナル評

価項目の抽出，(3) ラダーリングによる関連項目の抽出，

(4) 評価構造図の作成の手順で行った3)． 
(1) エレメントの分類 
エレメントとは比較対象のことを表す．本調査のエレ

メントは様々なオフィス空間の写真32枚とした．使用し

たオフィスの写真は，社内のオフィスや外部のオフィス

など，様々である． 
エレメントを被験者に提示し，比較してもらうことで，

写真－１のように「（1）働きやすい」，「(2)やや働きやす

い」，「(3)やや働きにくい」，「(4)働きにくい」の4つのグル

－プに分けさせた． 
(2) オリジナル評価項目の抽出 
図－１にオリジナル評価項目の抽出イメ－ジを示す．

「オリジナル評価項目」とは，(1) エレメントの分類で4
つのグル－プに分けた理由である．オリジナル評価項目

の抽出手順を以下に示す． 
① 最も評価が低いグル－プとその次に評価が低いグ

ル－プを線引きした理由について訊ね，その回答

（オリジナル評価項目）を記録する．また、被験者

が思いつくできるだけ多くの「オリジナル評価項目」

を挙げてもらい，付箋に記録した． 
②オリジナル評価項目が抽出できなくなった時点で次

のグル－プの組み合わせに移り，すべてのグル－プ

について同様の作業を繰り返した． 
③働きやすさに対し最も評価が高い（低い）グル－プ

よりさらに良い（悪い）オフィスがあるか訊ね，オ

リジナル評価項目を追加した． 

(3) ラダ－リングによる関連項目の抽出 
図－２に「ラダ－リング」のイメ－ジを示す．「ラダ－

リング」とは被験者が挙げたオリジナル評価項目に関連

する抽象的・心理的価値（以降，上位評価項目）及び具体

的・物理的価値（以降，下位評価項目）を引き出していく

手法である． 

 
「ラダ－リング」には，「ラダ－アップ」と「ラダ－ダ

ウン」の2種類ある．「ラダ－アップ」とは，オリジナル評

価項目に関連する上位評価項目を引き出す技法，「ラダ－

ダウン」とは，オリジナル評価項目に関連する下位評価

項目を引き出す技法である． 
(4) 評価構造図の作成 
評価構造図とは，一連の上位評価項目とオリジナル項

目と下位評価項目を繋げ，階層構造として整理したもの

である．オリジナル評価項目と同様に上位評価項目と下

位評価項目を付箋に記録し，因果関係を線で結ぶことで

被験者毎の評価構造図を作成した． 
 

2.3  結果と考察 
 グル－プAとグル－プBによる評価構造の違いを検討

するために，グル－プ別に評価構造図を整理した．図－

３にグル－プA，図－４にグル－プBの評価構造図を示す． 
ここで，上位評価項目は，被験者が何を重要視してい

るか顕著に表れる項目である．ここで，上位評価項目は， 
“作業効率”と“知識創造”と“疲労低減”と“モチベー

ション”に分類できると考えた． 
グル－プAとグル－プBで共通している上位評価項目

は「作業効率が上がるor効率的に仕事ができる」である． 
作業効率”を挙げた被検者は，グル－プAでは6名中4名，

グル－プBでは13名中10名であり，グル－プA，グル－プ

Bともに重要視している評価項目であることがわかる． 
これに対して，グル－プAとグル－プBで差異がみられ

た上位評価項目は“知識創造”と“疲労低減”と“モチベ

－ション”である． 

写真－１ エレメント（オフィスの写真）の分類状況 

働きにくい働きやすい 

図－２ ラダーリングのイメージ 

図－１ オリジナル評価項目の抽出イメージ 
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 “知識創造”に関連する「アイデアが生まれる」を挙げ

た被験者数は，グル－プAは6名中6名であったのに対し，

グル－プBは13名中5名であった． 
また，“疲労低減”や“モチベ－ション”に関連する上

位評価項目について，グル－プAでは，「ストレスがない」

が6名中2名，「モチベ－ションが上がる」は1名であった．

それに対し，グル－プBでは，「精神的に疲れない」が13

名中9名，「疲れない（身体）」が7名，「モチベ－ションが

上がる」が6名であった． 
グル－プAとグル－プBのいずれも“作業効率”を重要

視していた．また，グル－プAとグル－プBで差異がみら

れた項目として，グル－プAは“知識創造”を重要視して

おり，一方，グル－プBは“疲労低減”や“モチベ－ショ

ン”を重要視していることが分かった． 

視環境 

図－３ グループA（6名）の評価構造図  

音環境 

(  ):回答者数

項目数 
7 

16 

図－４ グループB（13名）の評価構造図  

視環境 
(  ):回答者数

項目数 

11 

18 

音環境 
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以上のことから，管理職と一般社員で重要視している

上位評価項目に違いがあることを確認した． 
環境要因が不適切な条件では，オフィスワーカーの不

満となって知的生産性に悪影響を及ぼすことが知られて

いる例えば4)．そこで，評価グリッド法で得られた評価項目

における環境要因（音，視，空気・温熱環境）について検

討を行った．図－３と図－４に音環境に関連する項目を

点線□で示し，視環境に関連する項目を破線□で示す． 
グル－プAでは，音環境に関する評価項目は49項目中7

項目，視環境に関する評価項目は49項目中16項目であっ 
た．グル－プBでは，音環境に関する評価項目は60項目中

11項目，視環境に関する評価項目は60項目中18項目であ

った．空気・温熱環境は両グル－プともになかった． 
音環境と視環境に関する評価項目の割合が比較的多い

ことが認められ，これらが働きやすさに影響があること

が明らかになった． 
 
３．環境要因の定量評価 
3.1 アンケ－ト概要 
 評価グリッド法の面接調査で得られた環境要因の重要

度を明らかにすることを目的として，働きやすさに関す

るアンケ－トを実施した．アンケ－トはオフィスに勤務

する職員を対象に実施し，133名から回答を得た． 
アンケ－トは全7問で行った．図－５にアンケ－トの設

問例を示す．設問例では特に働きやすさに対する要因が

抽出できる設問なので，ここでは，設問例に着目する．   
また，この設問のアンケ－トの回答例を表－２に示す．

ここに示すように，同じ回答した数を指摘数として示す． 
 

3.2 結果と考察 
図－６にアンケートの指摘数と環境要因（音，視，空

気・温熱）とその他で分類した指摘数の内訳を示す．全指

摘数は 322 回答であった．全指摘数のうち，環境要因が

146回答得られた．音環境が66回答，視環境が65回答，

空気・温熱環境が15回答得られた．その他は，環境要因

以外の空間に関する事，人間関係，各種設備に対する指

摘である． 
 
 

 
図－５ アンケ－トの設問 

 

表－２ アンケ－トの回答例 

 
 
 

 
 

働きやすさに関係する環境要因のうち，音環境と視環

境が重要であることが分かった．この結果は，評価グリ

ッド法の結果と一致した． 
音環境と視環境のどのようなことが働きやすさに寄与

するか検討するため，音環境と視環境の指摘内容につい

て整理することとした． 
図－７に音環境の指摘内容を示す．「他の社員の声に対

する不満」，「会話内容に対する不快感」，「自分の声が他

の人に聞こえてしまう」といった人の声に関する内容が

8 割近くを占めており，人の声が働きやすさに大きく影

響することが明らかになった． 
 次に，図－８に視環境の指摘内容を示す．ここでは，

「開放感or閉塞感」，「清潔感」，「明るさ」に関する指摘

が多く、オフィスの風景が働きやすさに影響することが

明らかになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－６ 指摘数の内訳 

⾳環境
66(20%)

視環境
65(20%)

その他
176(55%)

空気・温熱環境
15(5%)指摘数：322

音環境の指摘数：56 

他の社員の声
に対する不満
34(61%)

・会話内容に対する不快感

・⾃分の声が
他の⼈に聞こえてしまう

7(13%)

6(11%)

7(13%)
・電話、ドアに対する不満

・静かすぎる2(4%)

視環境の指摘数：65 

開放感or

閉塞感
28(43%)

清潔感
11(17%)明るさ5(8%)

レイアウト・設備
に関する不満3(5%)

アイコンタクト10(15%)

その他8(12%)

図－７ 音環境の指摘内容 

図－８ 視環境の指摘内容 

〜の 〜ところが と感じるから 良いor悪い 指摘数

執務スペース 他の社員の声が
聞こえる

うるさい 悪い 4

会議室 会話が漏れている 集中できない 悪い 3
廊下 暗い 気分が下がる 悪い 1
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４．まとめ 
 オフィスワ－カ－を対象にオフィスでの“働きやすさ”

に対する潜在意識を抽出することを目的に，評価グリッ

ド法を用いた面接調査を実施した．さらに環境要因を定

量評価するため，アンケ－トを実施した．以下の結果が

得られた。 
①評価グリッド法を用いた面接調査の結果から，管理職，

一般社員ともに“作業効率”を重要視していた．加え

て，管理職では，“知識創造”を重要視しているのに対

し，一般社員は“疲労低減”や“モチベ－ション”を重

要視していることがわかった． 
➁アンケ－ト結果から，指摘数の中の音環境，視環境，空

気・温熱環境とその他に分類した内訳では，音環境と

視環境の割合が多いことが分かった． 
➂音環境の指摘内容では，「他の社員の声に対する不満」，

「会話内容に対する不快感」等のように「人の声」に関

することが多かった． 
④視環境の指摘内容では、「開放感or閉塞感」，「清潔感」

などの「オフィスの風景」に関することが働きやすさ

に大きく影響することが考えられる． 
 
 今後，これらの調査デ－タを参考に，音環境と視環境

に関する実験を行う予定であり，オフィスの知的生産性

に対する定量的指標の構築につなげたい． 
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Summary   In order to improve productivity for officeworker, it’s important to make pleasant working environment. This study, 
therefore, make construction which aims at performance index for intellectual productivity of office. 

As a first step to make pleasant working envirnment, we understand evaluation structure for office to officeworker, it’s needs to reveal 
evaluation structure and environmantal factors. And evalution strcture and environmental elements revealed for office, by intaviews 
using evalution grid method for TOBISHIMA employee. 

The Intaviews using evalution grid method is not clear for importance of environmantal factors. The authors, therefore, quantivety 
evalute environmantal elements by intaviews using evalution grid method result, by collecting questionneire. By questionneire result, it 
got environment factors of 146 items, sound environment factors of 66 items, viewing environment factors of 65 items and termal and 
air environment factors of 15 items. We checked the between management employees and general employees. 

 
Key Words : productivity,working conditions,office,evalution grid method,questionneire 
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